杉田観梅紀行文における美辞麗句 : 月ヶ瀬梅林と同質化される風景 by 湯本 優希 & ユモト ユキ
杉
田
観
梅
紀
行
文
に
お
け
る
美
辞
麗
句
―
―
月
ヶ
瀬
梅
林
と
同
質
化
さ
れ
る
風
景
―
―
湯
本
優
希
一
、
は
じ
め
に
―
―
杉
田
梅
林
に
つ
い
て
杉
田
梅
林
は
、
現
在
の
神
奈
川
県
横
浜
市
磯
子
区
の
一
帯
に
か
つ
て
は
名
勝
と
し
て
栄
え
た
梅
林
で
あ
る
。
『
磯
子
の
史
話
』（
磯
子
区
制
５０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
「
磯
子
の
史
話
」
出
版
部
会
、
昭
和
五
十
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
起
こ
り
は
小
田
原
北
条
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
間
宮
信
繁
が
そ
の
収
益
を
生
活
の
一
助
と
す
る
た
め
に
梅
樹
を
植
え
さ
せ
た
天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
）
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
、
元
禄
の
頃
に
は
約
三
万
六
千
本
も
の
梅
樹
が
杉
田
の
地
を
賑
わ
し
、
文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
〜
）
に
は
最
盛
期
を
迎
え
た
。
こ
の
頃
に
は
「
梅
花
飯
」
と
い
う
名
物
が
考
案
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
『
横
浜
市
史
稿
』
風
俗
編
（
名
著
出
版
、
昭
和
四
十
八
年
）
や
、
多
く
の
資
料
、
紀
行
文
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
食
文
化
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
杉
田
梅
林
は
土
地
を
彩
る
多
く
の
梅
樹
に
屏
風
ヶ
浦
の
景
観
の
美
し
さ
が
相
俟
っ
て
名
勝
地
と
し
て
天
下
に
喧
伝
せ
ら
れ
、
明
治
期
に
お
い
て
、
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
の
二
度
に
わ
た
り
英
照
皇
太
后
と
当
時
の
昭
憲
皇
后
が
観
梅
の
た
め
に
杉
田
梅
林
の
中
心
地
で
あ
っ
た
妙
法
寺
に
行
幸
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。二
、
杉
田
梅
林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
名
勝
地
と
し
て
杉
田
梅
林
と
類
似
し
た
特
徴
を
持
つ
梅
林
が
あ
る
。
現
在
の
奈
良
県
奈
良
市
を
中
心
に
三
重
県
と
の
県
境
付
近
に
位
置
す
る
「
月
ヶ
瀬
梅
林
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
両
者
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
杉
田
梅
林
を
め
ぐ
っ
て
」（『
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
九
号
、
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）
に
お
い
て
述
べ
た
が
、
本
稿
に
お
け
る
調
査
の
前
提
と
な
る
た
め
、
こ
こ
で
も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
両
梅
林
は
、
梅
の
実
を
生
活
の
一
助
と
す
る
た
め
に
植
樹
が
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
そ
の
起
源
で
あ
る
。
杉
田
梅
林
は
前
述
の
通
り
だ
が
、『
月
ヶ
瀬
村
史
』（
月
ヶ
瀬
村
、
平
成
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
月
ヶ
瀬
梅
林
も
こ
れ
と
同
様
に
烏
梅
の
収
穫
を
目
的
と
し
た
梅
林
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
名
勝
と
し
て
の
― 79 ―
両
梅
林
は
、
と
も
に
梅
花
だ
け
で
は
な
く
梅
花
を
囲
繞
す
る
自
然
そ
の
も
の
の
全
景
が
景
勝
地
と
し
て
賞
讃
さ
れ
た
。
杉
田
梅
林
は
屏
風
ヶ
浦
の
景
観
と
と
も
に
あ
り
、
月
ヶ
瀬
梅
林
は
、「
月
ヶ
瀬
梅
渓
」
と
の
呼
称
も
あ
る
よ
う
に
、
渓
谷
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
全
景
を
も
て
は
や
さ
れ
た
両
梅
林
だ
っ
た
が
、『
磯
子
の
史
話
』、『
月
ヶ
瀬
村
史
』
に
よ
れ
ば
、
梅
樹
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
「
月
瀬
保
勝
会
」
が
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
「
杉
田
保
勝
会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
発
足
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
年
代
以
降
、
と
も
に
そ
の
景
勝
が
衰
え
を
み
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
明
治
期
に
あ
っ
て
多
く
の
文
人
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
特
徴
で
あ
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
根
岸
党
と
硯
友
社
で
あ
る
。
明
治
期
の
文
人
集
団
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
根
岸
党
と
硯
友
社
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
杉
田
梅
林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
を
訪
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
根
岸
党
の
著
名
な
紀
行
文
に
「
さ
き
が
け
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
六
年
二
月
十
四
日
〜
二
月
十
八
日
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
二
十
六
年
に
根
岸
党
の
面
々
が
杉
田
梅
林
を
訪
れ
た
様
子
を
綴
っ
た
紀
行
文
で
あ
る
。
ま
た
、
饗
庭
篁
村
、
幸
田
露
伴
に
よ
る
江
ノ
島
・
鎌
倉
旅
行
を
饗
庭
篁
村
が
記
し
た
「
女
旅
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
四
年
三
月
七
日
〜
三
月
二
十
一
日
）
や
、
饗
庭
篁
村
、
幸
堂
得
知
、
右
田
寅
彦
ら
に
よ
る
紀
行
文
「
杉
田
の
梅
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
二
月
十
四
日
〜
二
月
二
十
八
日
）
等
、
根
岸
党
の
面
々
は
た
び
た
び
「
杉
田
梅
林
」
を
訪
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
硯
友
社
も
大
橋
乙
羽
「
晴
好
雨
記
」（『
太
陽
』
第
二
巻
第
六
号
、
明
治
二
十
九
年
三
月
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
杉
田
梅
林
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
は
根
岸
党
、
硯
友
社
が
そ
れ
ぞ
れ
月
ヶ
瀬
梅
林
に
遊
行
し
、
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
を
綴
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
六
年
、
大
橋
乙
羽
「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
」
が
『
風
俗
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
」
に
は
名
和
永
年
画
「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
図
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
「
杉
田
梅
園
」
が
主
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
上
部
分
に
月
ヶ
瀬
梅
林
の
月
ヶ
瀬
村
と
桃
香
野
村
の
様
子
が
そ
れ
ぞ
れ
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
杉
田
梅
林
を
中
心
と
し
た
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
」
の
本
文
で
は
、
そ
の
題
名
に
表
れ
マ
マ
て
い
る
よ
う
に
、「
杉
田
梅
園
は
関
東
の
名
所
な（
１
）り」「
月
の
瀬
は
関
西
の
勝
地
な
り
」
と
あ
り
、
杉
田
梅
林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
が
、
東
西
の
梅
の
名
所
と
し
て
対
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
こ
で
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
梅
林
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
き
っ
か
け
が
観
梅
紀
行
文
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
々
の
梅
林
に
関
す
る
資
料
の
多
く
に
、
そ
の
梅
林
が
名
所
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
観
梅
紀
行
文
の
存
在
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
杉
田
梅
林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
の
共
通
点
と
し
て
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
元
禄
の
頃
よ
り
栄
え
は
じ
め
た
杉
田
梅
林
は
、
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
に
、儒
学
者
で
あ
っ
た
佐
藤
一
斎
が
著
わ
し
た
「
杉
田
村
観
梅
記
」
に
よ
り
、
人
々
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
同
年
に
清
水
浜
臣
が
記
し
た
「
杉
田
日
記
」
も
そ
の
後
押
し
を
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
月
ヶ
瀬
梅
林
も
、
は
じ
め
は
周
辺
に
住
む
人
々
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
梅
林
を
天
下
の
名
勝
た
ら
し
め
た
の
は
儒
学
者
で
あ
っ
た
斎
藤
拙
堂
の
『
月
瀬
記（
２
）勝』
で
あ
る
。
拙
堂
が
月
ヶ
瀬
を
訪
れ
た
の
は
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
の
こ
と
で
、
そ
の
後
『
月
瀬
記
勝
』
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
月
ヶ
瀬
梅
林
の
名
は
全
国
に
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と
ど
ろ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
月
ヶ
瀬
梅
林
を
訪
れ
る
文
人
墨
客
は
み
な
口
を
揃
え
て
、『
月
瀬
記
勝
』
を
読
み
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
綴
っ
て
い
る
。拙
堂
『
月
瀬
記
勝
』
に
よ
る
影
響
は
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
、
杉
田
梅
林
に
も
い
え
る
。
『
東
京
市
史
稿
』
遊
園
編
（
東
京
市
役
所
、
昭
和
四
年
）
に
は
「
杉
田
村
梅
花
」
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
四
年
丁
卯
正
月
、
儒
士
佐
藤
坦
梅
ヲ
杉
田
村
ニ
賞
ス
。
和
学
者
清
水
浜
臣
亦
往
テ
観
ル
。是
頃
都
人
ノ
遊
覧
者
少
ナ
カ
ラ
ザ
リ
シ
ヲ
推
ス
可
シ
。
と
の
記
述
が
あ
る
。『
東
京
市
史
稿
』
で
は
観
梅
に
関
す
る
記
述
に
続
き
、「
杉
田
村
観
梅
記
」
と
「
杉
田
日
記
」
を
引
用
し
紹
介
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
佐
藤
一
斎
の
「
杉
田
村
観
梅
記
」
は
、
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
案
内
記
の
類
や
地
誌
、
文
範
な
ど
に
数
多
く
掲
載
さ
れ
、
多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
て
い
た
。
特
に
人
々
の
間
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
田
山
花
袋
編
『
新
撰
名
勝
地
誌
』（
博
文
館
、
明
治
四
十
三
年
）
に
お
い
て
は
杉
田
梅
林
の
項
目
に
、
佐
藤
一
斎
が
所
謂
「
村
皆
白
雲
世
界
そ
の
巓
を
極
め
て
俯
瞰
す
れ
ば
、
花
光
雲
影
、
遠
近
相
含
み
、
而
し
て
海
湾
晶
々
然
一
大
鏡
を
磨
き
、
漁
舫
そ
の
間
に
往
来
す
る
」
の
景
頗
る
賞
す
べ
く
。
と
、
佐
藤
一
斎
の
名
と
「
杉
田
村
観
梅
記
」
の
一
節
を
挙
げ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
杉
田
観
梅
に
あ
た
り
、
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
を
想
起
し
て
い
る
紀
行
文
は
数
多
い
。
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
、
妙
法
寺
智
旭
が
永
勢
子
行
の
協
力
の
も
と
編
集
し
『
杉
田
勝
概
』
を
刊
行
し
た
。『
横
浜
の
本
と
文
化
横
浜
市
中
央
図
書
館
開
館
記
念
誌
』（
横
浜
市
中
央
図
書
館
、
平
成
六
年
）
で
は
、「
明
治
の
観
光
案
内
記
」
の
中
の
「
杉
田
の
観
光
案
内
」
に
お
い
て
、
こ
の
『
杉
田
勝
概
』
が
唯
一
取
り
上
げ
ら
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
杉
田
梅
林
を
語
る
上
で
最
も
重
要
な
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
『
杉
田
勝
概
』
は
杉
田
梅
林
を
題
材
と
し
た
詩
文
集
に
地
誌
が
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
杉
田
勝
概
』
に
集
め
ら
れ
た
杉
田
観
梅
紀
行
文
の
う
ち
、
漢
文
体
で
綴
ら
れ
た
紀
行
文
の
ほ
と
ん
ど
に
、
一
斎
の
名
が
登
場
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
後
藤
錦
川
「
杉
田
村
観
梅
記
」（
明
治
十
四
年
）
に
お
い
て
も
冒
頭
か
ら
、「
余
嘗
読
愛
日（
３
）楼集
。
識
武
州
杉
田
之（
４
）勝」
と
始
ま
る
の
で
あ
る
。
『
杉
田
勝
概
』
以
外
に
も
紀
行
文
に
お
い
て
佐
藤
一
斎
の
名
は
た
び
た
び
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
町
桂
月
は
幾
度
も
杉
田
梅
林
に
足
を
運
び
、
観
梅
紀
行
文
を
記
し
た
。
そ
の
桂
月
は
「
杉
田
の
一
夜
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
マ
マ
憶
ふ
昔
、
佐
藤
一
斎
の
杉
田
観
梅
記
に
感
服
の
あ
ま
り
、
頓
に
遊
意
を
催
し
て
、
夜
八
時
、
都
を
出
で
、
明
方
杉
田
に
着
し
、
そ
の
日
ま
た
直
に
帰
路
に
就
き
、
一
昼
夜
を
全
く
徒
歩
し
て
辞
せ
ざ
る
ま
で
に
思
ひ
こ
が
れ
た
る
地
な
れ（
５
）ど
桂
月
の
杉
田
梅
林
へ
の
憧
憬
の
原
点
は
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、珂
北
仙
史
は
『
風
俗
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
紀
行
文
「
杉
田
之
梅
」
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に
お
い
て
、
た
び
た
び
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
ま
ず
「
余
佐
藤
一
斎
の
杉
田
村
観
梅
記
を
読
み
久
し
く
之
に
遊
ふ
の
志
あ
れ
と
も
春
々
便
宜
を
得（
６
）す」
と
あ
り
、「
往
時
佐
藤
一
斎
の
遊
を
省
見
は
亦
其
不
便
甚
し
き
を
知
る
へ
し
」
な
ど
自
身
の
旅
程
の
中
で
一
斎
の
紀
行
文
を
思
い
出
し
て
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
紀
行
文
で
は
杉
田
梅
林
の
中
心
で
あ
る
妙
法
寺
を
訪
れ
た
際
に
は
「
一
斎
の
記
に
園
曰
く
」
と
述
べ
、
一
斎
の
紀
行
文
を
漢
文
体
の
ま
ま
引
用
し
て
そ
の
景
勝
を
賞
し
た
。
こ
の
妙
法
寺
以
外
に
も
、
た
び
た
び
一
斎
の
紀
行
文
を
引
用
し
て
い
る
。
読
者
は
珂
北
仙
史
の
紀
行
文
を
読
み
な
が
ら
、
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
に
お
け
る
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
土
居
香
国
「
杉
田
観
梅
記
」
が
『
太
陽
』（
第
四
巻
第
十
二
・
十
三
号
、
博
文
館
、
明
治
三
十
一
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
際
、
石
川
鴻
斎
の
評
が
付
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
部
が
以
下
で
あ
る
。
始
終
梅
花
綢
繆
。
豈
与
花
神
有
宿
縁
者
耶
。
夫
月
瀬
拙
堂
記
之
。
杉
田
一
斎
記
之
。
爾
来
観
客
多
。
こ
こ
で
は
、
拙
堂
と
一
斎
が
と
も
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
佐
藤
一
斎
の
名
は
杉
田
観
梅
紀
行
文
の
中
で
繰
り
返
し
登
場
し
て
お
り
、
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
が
後
世
の
杉
田
観
梅
紀
行
文
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
杉
田
梅
林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
は
、
そ
の
景
色
の
美
し
さ
は
も
と
よ
り
、
ど
ち
ら
も
江
戸
末
期
に
綴
ら
れ
た
観
梅
紀
行
文
を
土
台
と
し
、
風
光
明
媚
な
〈
文
学
的
名
所
〉
と
し
て
の
価
値
を
獲
得
し
た
と
い
う
、
非
常
に
類
似
し
た
特
徴
を
持
っ
た
名
勝
で
あ
っ
た
。
三
、
描
か
れ
る
〈
対
象
〉
と
美
辞
麗
句
の
展
開
杉
田
観
梅
紀
行
文
は
、杉
田
梅
林
が
神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
行
程
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
新
橋
―
横
浜
間
の
鉄
道
が
開
業
し
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
て
い（
７
）る。
か
つ
て
の
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
か
ら
明
治
期
に
至
る
ま
で
の
杉
田
観
梅
紀
行
文
で
は
、
杉
田
へ
の
行
程
の
交
通
事
情
は
徒
歩
や
船
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
杉
田
梅
林
を
中
心
に
据
え
観
光
を
促
し
た
案
内
記
で
あ
る
安
田
米
斎
『
杉
田
梅
花
村
誌
』
（
杏
雨
山
房
）
の
「
観
梅
順
路
」
の
項
目
で
は
、「
第
一
線
路
笹
下
通
」
と
「
第
二
線
路
海
辺
通
」
と
い
う
、
横
浜
か
ら
の
ふ
た
つ
の
経
路
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
第
一
線
路
笹
下
通
」
で
は
「
横
浜
停
車
場
ヨ
リ
二
十
六
丁
吉
田
新
田
ヨ
リ
六
丁
蒔
田
村
ヨ
リ
十
一
丁
（
中
略
）
杉
田
村
ニ
至
ル
合
セ
テ
三
里
十
六
丁
ナ
リ
」
と
案
内
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鉄
道
開
業
以
降
は
横
浜
駅
か
ら
陸
路
と
海
路
の
ど
ち
ら
か
の
経
路
を
辿
っ
て
杉
田
梅
林
を
訪
れ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
た
。
こ
の
交
通
事
情
の
変
化
は
杉
田
観
梅
紀
行
文
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
鉄
道
開
業
以
降
の
杉
田
観
梅
紀
行
文
で
は
、
新
橋
駅
の
描
写
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
新
橋
駅
か
ら
で
な
く
と
も
横
浜
駅
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
か
ら
描
か
れ
て
い
る
紀
行
文
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
横
浜
駅
か
ら
陸
路
か
海
路
を
通
り
、
杉
田
梅
林
を
訪
れ
た
様
子
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
斎
の
紀
行
文
か
ら
鉄
道
開
業
以
前
ま
で
の
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
も
、
杉
田
梅
林
に
い
た
る
ま
で
の
行
程
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
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は
変
化
し
て
い
な
い
。
杉
田
観
梅
紀
行
文
で
は
、
一
貫
し
て
杉
田
梅
林
に
到
着
す
る
以
前
か
ら
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
杉
田
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
を
描
く
こ
と
も
杉
田
観
梅
紀
行
文
の
行
程
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
杉
田
梅
林
と
、
地
勢
や
行
程
は
異
な
る
も
の
の
前
述
の
通
り
類
似
性
を
持
つ
月
ヶ
瀬
梅
林
を
題
材
と
し
た
紀
行
文
の
美
辞
麗
句
表
現
調
査
で
は
、
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
け
る
ト
レ
ー
ス
表
現
―
―
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
表
現
―
―
と
同
様
の
表
現
が
、
明
治
期
に
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
例
句
・
例
文
集
で
あ
る
美
辞
麗
句
集
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し（
８
）た。
本
稿
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
に
鑑
み
、
杉
田
梅
林
に
お
け
る
美
辞
麗
句
表
現
の
調
査
を
行
い
、
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
け
る
美
辞
麗
句
表
現
と
比
較
検
討
し
た
い
。
本
稿
の
調
査
に
用
い
た
杉
田
観
梅
紀
行
文
は
以
下
で
あ（
９
）る。
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
◆
清
水
浜
臣
「
杉
田
日
記
」
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
◆
斎
藤
竹
堂
「
観
梅
紀
行
」
天
保
十
四
（
一
八
四
五
）
年
か
◆
菊
池
三
渓
「
観
梅
游
記
」
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
か
◆
松
村
西
莊
「
杉
田
遊
記
」
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
◆
後
藤
錦
川
「
杉
田
村
観
梅
記
」
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
◆
豊
島
洞
斎
「
杉
田
観
梅
記
」
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
か
◆
蒲
生
聚
亭
「
杉
田
村
観
梅
記
」
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
◆
依
田
学
海
「
杉
田
観
梅
」
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
◇
石
埼
小
洲
「
杉
田
観
梅
記
」
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
か
◆
「
杉
田
の
梅
林
（
附
臥
竜
梅
）」
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
（
発
行
年
）
饗
庭
篁
村
「
女
旅
」
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
大
橋
乙
羽
「
江
南
村
」「
金
沢
八
景
」
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
◇
田
口
卯
吉
（
鼎
軒
）「
杉
田
観
梅
記
」
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
◇
大
橋
乙
羽
「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
」
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
饗
庭
篁
村
「
さ
き
が
け
」
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
大
橋
乙
羽
「
晴
好
雨
記
」
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
◇
珂
北
仙
史
「
杉
田
之
梅
」
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
吉
野
左
衛
門
「
探
梅
行
」
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
◇
大
塚
楠
緒
子
「
杉
田
記
行
」
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
大
町
桂
月
「
杉
田
の
一
夜
」
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
◇
土
居
香
国
「
杉
田
観
梅
記
」
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
「
杉
田
の
探
梅
」（
佐
東
子
報
）
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
（
発
行
年
）
根
岸
党
「
杉
田
の
梅
」
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
大
町
桂
月
「
春
の
ひ
と
夜
」
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
◇
山
川
勝
具
「
杉
田
観
梅
記
」
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
大
和
田
建
樹
「
杉
田
の
梅
」
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
宝
水
・
二
葉
・
朴
念
仁
（
横
浜
同
好
会
発
会
式
）「
杉
田
の
梅
見
」
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
以
上
二
十
八
編
（
文
化
四
年
〜
明
治
三
十
九
年
）
の
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
、
美
辞
麗
句
表
現
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
美
辞
麗
句
表
現
を
追
う
ま
え
に
、
ま
ず
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
の
旅
程
に
軽
く
触
れ
て
お
こ
う
。
一
斎
は
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
二
月
、
一
斎
を
含
め
た
三
人
で
連
れ
立
っ
て
杉
田
村
を
訪
ね
た
。
金
河
駅
に
投
宿
し
、
翌
朝
程
谷
駅
を
出
発
。
一
斎
ら
は
徒
歩
で
太
田
村
・
井
戸
谷
村
を
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通
っ
て
大
岡
村
に
至
り
、
そ
の
後
村
々
を
抜
け
、
杉
田
村
に
入
る
。
東
漸
寺
、
「
善
悪
居
士
」
と
い
う
人
物
の
家
、
妙
観
寺
の（
１０
）山、
妙
法
寺
と
め
ぐ
り
、「
善
悪
居
士
」
の
家
に
宿
泊
し
、
翌
朝
は
馬
で
程
谷
駅
に
向
か
い
、
帰
路
に
つ
い
た
。
そ
の
後
蒲
田
を
通
っ
た
お
り
、
蒲
田
梅
林
を
見
て
い
こ
う
と
の
声
も
あ
が
る
が
、
観
梅
は
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
杉
田
梅
林
に
は
東
漸
寺
、
妙
法
寺
、
妙
観
寺
の
山
と
い
っ
た
観
梅
地
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
程
近
い
場
所
に
あ
り
、
特
に
観
梅
順
路
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
後
世
の
紀
行
文
に
お
い
て
も
、
観
梅
地
点
は
同
じ
も
の
の
、
順
路
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
杉
田
観
梅
紀
行
文
で
は
こ
れ
ら
の
観
梅
地
点
に
お
い
て
、〈
描
か
れ
る
も
の
〉
が
踏
襲
さ
れ
て
い
き
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
た
表
現
の
踏
襲
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
一
斎
の
紀
行
文
に
沿
っ
て
、
描
か
れ
る
〈
対
象
〉
と
そ
の
美
辞
麗
句
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
く
。
ま
た
、
同
様
の
表
現
が
多
数
あ
る
場
合
に
は
、
数
例
の
み
を
挙
げ
た
。
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
で
は
、
冒
頭
に
お
い
て
余
れ
幼
き
時
、
家
君
の
杖

に
陪
ひ
、
杉
田
村
に
遊
び
て
梅
を
観（
１１
）る。
と
回
想
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。『
佐
藤
一
斎
全
集
』
詩
文
類
上
（
明
徳
出
版
社
、
平
成
三
年
）
に
お
け
る
大
垣
朝
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
の
「
杖

」
は
「
老
者
の
出
行
を
い
う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
杉
田
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
は
、
装
い
と
し
て
の
〈
杖
〉
に
関
す
る
描
写
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
石
埼
小
洲
「
杉
田
観
梅
記
」
に
は
、「
値
高
帽
短

結
伴
曳
杖
者
。
蓋
都
人
来
見
梅（
１２
）也」
と
書
か
れ
て
い
る
。
珂
北
仙
史
「
杉
田
之
梅
」
で
は
観
梅
客
に
つ
い
て
「
然
ど
も
遊
観
者
極
め
て
寥
々
と
し
て
真
の
風
流
客
子
に
あ
ら
さ
れ
は
杖
を
曳
く
も
の
甚
た
少
れ
な
り
し
な
ら
ん
」
と
嘆
い
て
い
る
。
ま
ス
テ
ツ
キ
た
、
大
橋
乙
羽
「
江
南
村
」
に
お
い
て
は
「
あ
は
よ
く
も
洋
杖
に
縋
り
、
漸
う
と
山
に
登
れ（
１３
）ば」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
山
川
勝
具
「
杉
田
観
梅
記
」
で
は
、
名
勝
地
へ
訪
れ
る
際
の
格
好
を
「
昔
し
は
文
人
墨
客
が
。
腰
に
一
瓢
を
提
げ
。
手
に
杖
を
つ
い
て
。
細
道
を
辿
つ
て
。
尋
ね
て
往
く
と
云
ふ
有
様（
１４
）で」
と
、
記
し
て
い
る
。
「
杖
を
曳
く
」
に
は
散
歩
の
ほ
か
に
「
旅
を
す（
１５
）る」
の
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
杉
田
梅
林
を
訪
れ
る
観
梅
客
の
装
い
の
ひ
と
つ
と
し
て
〈
杖
〉
に
着
目
し
た
描
写
が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
風
流
を
解
す
観
梅
客
は
杖
を
曳
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
人
々
の
素
養
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
続
い
て
、
一
斎
は
杉
田
村
に
至
る
前
に
赤
穂
山
に
登
り
、
杉
田
を
含
む
一
帯
の
景
色
を
一
望
し
た
際
、
海
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
風
已
に
歇
み
、
海
面
熨
し
た
る
が
如
し
。
後
世
の
紀
行
文
に
お
い
て
、
こ
の
海
面
の
様
子
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
挿
入
さ
れ
る
。
一
斎
と
同
じ
く
山
に
登
り
屏
風
ヶ
浦
の
眺
望
を
見
下
ろ
す
際
だ
け
で
は
な
く
、
鉄
道
開
業
後
、
横
浜
駅
か
ら
海
路
を
通
る
際
、
船
の
上
か
ら
海
を
描
写
す
る
様
子
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
大
橋
乙
羽
は
「
江
南
村
」
に
お
い
て
、「
梅
見
船
」
に
乗
り
杉
田
に
向
か
い
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
著
わ
し
た
。
浪
は
鏝
も
て
熨
せ
し
よ
り
も
な
ほ
穏
か
に
、
金
波
の
ヒ
ラ
〳
〵
す
る
は
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龍
神
の
花
簪
を
、
こ
の
沖
よ
り
奉
つ
る
に
や
、
大
町
桂
月
「
杉
田
の
一
夜
」
に
は
、
天
辺
に
寸
碧
を

く
、
東
風
の
ど
か
に
し
て
、
海
波
熨
す
る
が
如
く
、
布
帆
み
な
坐
す
る
が
如
し
。
と
あ
る
。
ま
た
、
豊
島
洞
斎
「
杉
田
観
梅
記
」
に
お
い
て
も
「
波
平
如
熨
。
白
帆
往（
１６
）来」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
一
斎
が
「
熨
し
た
る
が
如
し
」
と
表
現
し
た
穏
や
か
な
海
面
に
関
す
る
描
写
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
斎
は
杉
田
観
梅
の
さ
な
か
、
妙
観
寺
の
後
方
に
あ
る
山
に
登
り
、
そ
の
眺
望
を
次
の
よ
う
に
綴
っ
た
。
其
の
巓
を
極
め
て
俯
瞰
す
れ
ば
、
花
光
・
雲
影
、
遠
近
に
相
ひ
含
む
。
而
し
て
海
湾
は
晶
晶
然
と
し
て
一
大
鏡
を
磨
き
、
漁

其
の
間
に
往
来
し
、
誠
に
絶
景
た
り
。
こ
の
表
現
は
、後
藤
錦
川
「
杉
田
村
観
梅
記
」
に
お
い
て
も
「
花
光
雲
影
。
遠
近
相
含
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
珂
北
仙
史
「
杉
田
之
梅
」
で
は
、
「
花
光
雲
影
、
遠
近
相
含
」
な
ど
、
一
斎
の
「
杉
田
村
観
梅
記
」
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
資
料
『
新
撰
名
勝
地
誌
』
に
お
い
て
も
、
杉
田
梅
林
の
項
目
に
お
い
て
、
一
斎
の
引
用
部
分
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
美
辞
麗
句
集
の
ひ
と
つ
で
あ
る
柏
村
一
介
『
美
文
珠
玉
』（
石
塚
猪
男
蔵
、
明
治
三
十
二
年
）
に
は
、
花
光
、
雲
影
、
遠
近
相
含
む
と
い
う
美
辞
麗
句
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
一
斎
の
美
辞
麗
句
表
現
の
広
が
り
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
一
斎
は
、
老
樹
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
表
現
し
た
。
老
樹
は
一
根
に
七
八
幹
、
根
囲
の
合
抱
を
過
ゆ
る
者
率
ど
六
七
章
、
仆
れ
て
復
た
起
ち
、
起
ち
て
復
た
仆
れ
、
虬
竜
の
状
を
成
す
者
有
り
、
半
身
枯
れ
て
花
尚
ほ
繁
き
者
有
り
、（
中
略
）
全
幹
蒼
蘚
、
樹
皮
を
露
さ
ざ
る
者
有
り
、
根
株
蟠
屈
し
て
獰
獣
の
如
き
者
有
り
、
鉄
枝
百
出
し
、
兵
戟
相
ひ
交
は
る
が
如
き
者
有
り
。
そ
の
後
、
松
村
西
莊
「
杉
田
遊
記
」
で
は
「
蘚
苔
厚
衣
。
悉
成
龍
鱗
老
斑
。
枝
清
花（
１７
）瘦」
と
記
さ
れ
た
。
石
埼
小
洲
「
杉
田
観
梅
記
」
に
は
「
蒼
蘚
如
鱗
枝
々
著
踈
花
。
如
老
龍
吐
珠
」、
豊
島
洞
斎
「
杉
田
観
梅
記
」
に
は
「
半
爲
蘚
苔
所
封
裏
。
瘦
枝
槎

。（
中
略
）
或
鱗
皺
蜓
蜿
如
臥
龍
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
橋
乙
羽
「
月
瀬
杉
田
梅
見
の
栞
」
で
は
杉
田
梅
林
の
梅
樹
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
。
寺
の
前
後
は
一
面
の
梅
園
に
て
い
づ
れ
も
古
色
蒼
然
た
る
も
の
ゝ
み
な
れ
ば
龍
の
蟠
れ
る
が
如
き
も
の
虎
の
臥
す
が
如
き
も
の
青
苔
滑
か
な
る
地
を
染
め
て
落
英
霜
を
置
く
に
似
た
り
。
樹
木
を
う
ね
っ
た
竜
に
見
立
て
る
美
辞
麗
句
は
広
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
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る
が
、
杉
田
観
梅
紀
行
文
で
は
、
東
漸
寺
の
老
杉
や
杉
田
梅
林
の
梅
樹
な
ど
、
風
景
の
中
か
ら
、
竜
に
見
立
て
た
〈
老
樹
〉
と
、〈
苔
〉
を
取
り
上
げ
て
描
写
す
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
杉
田
観
梅
紀
行
文
は
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
を
礎
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
行
程
や
風
景
、
人
々
の
様
子
な
ど
の
対
象
物
に
関
す
る
選
別
―
―
何
を
切
り
取
っ
て
描
く
か
、
何
処
を
賞
讃
す
る
か
―
―
が
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
四
、
通
底
す
る
表
現
杉
田
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
行
程
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
描
か
れ
る
〈
対
象
〉
が
脈
々
と
踏
襲
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
、前
章
ま
で
確
認
し
て
き
た
。
こ
の
〈
対
象
〉
や
そ
れ
に
付
随
す
る
美
辞
麗
句
は
杉
田
観
梅
紀
行
文
特
有
の
視
点
か
ら
見
ら
れ
、
語
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
杉
田
梅
林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
が
、観
梅
紀
行
文
を
土
台
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
っ
た
、い
わ
ゆ
る
〈
文
学
的
名
所
〉
と
い
う
類
似
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
も
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
地
に
咲
く
梅
は
、
特
に
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
多
く
の
文
人
墨
客
の
訪
れ
を
う
け
、
詩
文
の
題
材
と
な
っ
て
い
た
。
名
所
と
し
て
の
両
者
は
〈
梅
林
〉
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
る
〈
対
象
〉
の
主
役
が
〈
梅
〉
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
一
斎
は
杉
田
村
に
至
る
直
前
、
す
で
に
姿
を
あ
ら
わ
し
は
じ
め
て
い
た
梅
を
見
つ
け
、
そ
の
香
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
既
に
森
村
に
抵
れ
ば
、
田
間
に
往
往
梅
を
見
る
。
幽
馥
時
に
来
り
、
人
の
衣
裾
を
襲
ふ
。
こ
の
美
辞
麗
句
に
類
似
す
る
表
現
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
斎
藤
竹
堂
「
観
梅
紀
行
」
に
お
い
て
は
、「
忽
有
暗
香
触
鼻
」「
暗
香
拂
拂
襲（
１８
）人」
な
ど
の
表
現
が
散
見
し
、
松
村
西
莊
「
杉
田
遊
記
」
で
は
「
奇
芬
撲
鼻
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
石
埼
小
洲
「
杉
田
観
梅
記
」
で
は
「
清
馥
襲
人
衣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
町
桂
月
は
「
杉
田
の
一
夜
」
で
「
や
が
て
杉
田
に
近
づ
け
ば
、
暗
香
自
か
ら
人
を
撲
つ
に
、
ゆ
か
し
さ
限
り
な
し
」
と
述
べ
た
。ま
た
、
前
掲
資
料
『
美
文
珠
玉
』
で
は
、
田
間
往
々
に
し
て
梅
を
見
る
、
幽
馥
時
に
来
て
人
の
衣
裾
を
襲
ふ
と
い
う
美
辞
麗
句
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、〈
香
り
〉
が
、〈
人
〉
や
〈
衣
服
〉
や
〈
鼻
〉
を
、〈
襲
う
〉
も
し
く
は
〈
撲
つ
〉
と
い
う
美
辞
麗
句
は
、
拙
堂
「
梅
渓
遊
記
」
を
は
じ
め
、
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
も
数
多
く
確
認
で
き
て
お
り
、
さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
美
辞
麗
句
集
に
お
い
て
も
採
録
さ
れ
て
い（
１９
）る。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
美
辞
麗
句
が
、
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
や
杉
田
観
梅
紀
行
文
に
限
ら
ず
、
す
で
に
人
々
の
間
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
次
に
、
一
斎
が
杉
田
村
に
入
り
、「
善
悪
居
士
」
と
い
う
人
物
の
家
に
到
着
し
た
際
、
そ
の
周
囲
の
風
景
を
著
わ
し
た
表
現
が
以
下
で
あ
る
。
廬
を
環
る
皆
な
梅
、
其
の
幾
数
株
あ
る
か
を
知
ら
ず
。
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こ
れ
と
同
様
の
表
現
に
は
、
松
村
西
莊
「
杉
田
遊
記
」
に
「
不
知
其
幾
千
百
株
」、
豊
島
洞
斎
「
杉
田
観
梅
記
」
に
「
豊
島
圍
屋
繞
園
皆
皆
。
其
塢
也
。
其
圃
也
。
亦
皆
梅
。
不
知
其
幾
百
株
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
、こ
の
表
現
は
、月
ヶ
瀬
梅
林
を
世
に
知
ら
し
め
た
斎
藤
拙
堂
「
梅
渓
遊
記
」
に
も
登
場
し
て
い
る
。
十
村
の
梅
幾
万
株
な
る
か
を
知
ら（
２０
）ず。
拙
堂
の
ほ
か
、
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
も
数
多
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
前
の
調
査
で
は
美
辞
麗
句
集
に
お
い
て
採
録
が
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
美
辞
麗
句
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
土
地
を
越
え
た
ふ
た
つ
の
観
梅
紀
行
文
に
同
様
の
美
辞
麗
句
が
散
見
す
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
美
辞
麗
句
が
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
以
下
の
美
辞
麗
句
表
現
で
あ
る
。
浮
動
之
香
。
与
清
浅
之
水
。
輝
映
煥
発
。
又
使
人
在
逋
仙
詩
句
中
。
而
逋
仙（
２１
）詩。（
菊
池
三
渓
「
観
梅
游
記
」）
遉
に
一
村
、
家
と
し
て
梅
あ
ら
ざ
る
な
き
処
と
て
、
何
処
と
も
な
く
暗
香
浮
動
す
る
に
心
と
き
め
き
て
仰
げ（
２２
）ば、（
吉
野
左
衛
門
「
探
梅
行
」）
疎
影
を
映
じ
て
月
に
磨
き
日
に
研
ぐ
、
林
逋
が
池
水
も
な
け
れ
ば
傍
に
阿
伽
井
も
手
水
鉢
も
な
し
、（
吉
野
左
衛
門
「
探
梅
行
」）
暗
香
浮
動
月
黄
昏
と
吟
ぜ
し
聲
を
思
ひ
出
づ
れ（
２３
）ば。（
大
和
田
建
樹
「
杉
田
の
梅
」）
こ
こ
に
連
な
る
美
辞
麗
句
は
、
菊
池
三
渓
「
観
梅
游
記
」
や
吉
野
左
衛
門
「
探
梅
行
」
に
お
い
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
通
り
、林
逋
（
林
和
靖
）
の
七
言
律
詩
「
山
園
小
梅
二
首
」
の
以
下
の
第
一
首
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
。
衆
芳
揺
落
獨
暄
妍
占
盡
風
情
向
小
園
疎
影
横
斜
水
清
浅
暗
香
浮
動
月
黄
昏
霜
禽
欲
下
先
偸
眼
粉
蝶
如
知
合
断
魂
幸
有
微
吟
可
相
狎
不
須
檀
板
共
金（
２４
）尊
林
逋
は
北
宗
の
詩
人
で
、
字
は
君
復
、
諡
は
和
靖
。
九
六
七
年
に
生
ま
れ
、
一
〇
二
八
年
に
没
し
て
い
る
。
生
涯
出
仕
も
妻
帯
も
せ
ず
、
西
湖
の
地
続
き
の
小
さ
い
島
で
あ
る
「
孤
山
」
で
梅
と
鶴
を
妻
と
こ
ど
も
だ
と
言
い
隠
棲
し
て
い
た
と
い（
２５
）う。
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
『
漢
詩
名
句
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
昭
和
五
十
五
年
）
で
は
、
こ
の
詩
の
「
疎
影
横
斜
水
清
浅
／
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
を
「
名
句
」
と
し
て
「
雑
詠
」
の
中
の
「
詠
物
」
の
項
目
の
中
で
、「
梅
の
枝
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の
ま
ば
ら
な
影
が
、
清
ら
か
に
浅
く
流
れ
る
水
の
上
に
、
横
ざ
ま
に
斜
め
に
つ
き
出
し
て
い
る
。
梅
の
香
り
が
、
月
の
沈
み
か
か
っ
た
ほ
の
あ
か
り
の
中
を
、
た
だ
よ
い
ゆ
れ
動
い
て
い
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
林
逋
の
こ
の
詩
は
、
後
世
の
梅
を
題
材
と
し
た
詩
文
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
で
は
、
一
斎
が
「
漫
に
」
作
っ
た
「
賦
一
篇
」
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。
邈
た
り
美
人
の
返
魂
、
緬
た
り
処
士
の
芳
躅
。
清
澈
に
鑑
り
以
て
夭
斜
し
、
岩
阿
に
托
り
以
て
蟠
曲
す
。
『
佐
藤
一
斎
全
集
』
で
は
、「
処
士
」
を
「
林
逋
を
さ
す
」
と
し
、「
夭
斜
」
に
つ
い
て
は
「
斜
に
曲
っ
て
さ
し
出
る
。
林
逋
「
山
園
小
梅
」
詩
の
「
疎
影
横
斜
水
清
浅
」
の
意
を
取
る
」
と
大
垣
氏
が
解
説
し
て
い
る
。
水
面
に
斜
め
に
曲
が
っ
た
樹
木
の
枝
が
映
っ
て
い
る
様
子
を
表
現
し
た
林
逋
の
詩
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
斎
は
「
意
を
取
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
下
敷
き
と
し
、
賦
一
篇
を
著
わ
し
た
が
、
一
斎
以
降
、
管
見
の
限
り
で
は
三
番
目
に
古
い
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
の
菊
池
三
渓
「
観
梅
游
記
」
で
は
「
浮
動
之
香
。
与
清
浅
之
水
。」
と
記
さ
れ
、
一
斎
と
は
異
な
り
、「
逋
仙
」
と
い
う
林
逋
の
名
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
。
三
渓
以
降
に
お
い
て
も
、
林
逋
が
用
い
た
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
か
、
す
こ
し
も
じ
っ
た
り
入
れ
替
え
を
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
林
逋
の
詩
だ
と
目
で
見
て
分
か
る
状
態
で
用
い
ら
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
林
逋
の
「
山
園
小
梅
二
首
」
を
源
流
と
し
た
と
さ
れ
る
美
辞
麗
句
は
、
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
近
藤
芳
樹
『
梅
桜
日
記
』（
尭
韭
亭
、
文
久
元
年
）
は
、
和
文
体
で
記
さ
れ
た
月
ヶ
瀬
観
梅
を
含
む
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
疎
影
横
斜
水
清
浅
」「
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
と
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
分
か
り
や
す
い
。
さ
ら
に
鈴
木
弘
恭
『
月
瀬
紀
行
』（
青
木
清
吉
、
明
治
二
十
七
年
）
に
お
い
て
は
「
花
影
横
斜
水
清
浅
。
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
と
少
し
だ
け
も
じ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
美
辞
麗
句
集
で
は
、
成
田
秀
三
・
堀
田
相
爾
編
『
新
式
文
章
辞
典
』（
文
成
社
、
明
治
四
十
四
年
）「
時
令
の
部
探
梅
」
に
お
い
て
、
疎
影
横
斜
暗
香
浮
動
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
末
期
か
ら
、〈
梅
〉
に
関
し
て
、
林
逋
「
山
園
小
梅
二
首
」
を
根
底
に
置
き
表
現
し
て
い
く
こ
と
は
、
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、「
梅
渓
遊
記
」
に
は
、
林
逋
の
住
ん
だ
杭
の
孤
山
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
之
を
西
土
に
求
む
れ
ば
、
梅
花
を
以
て
名
づ
く
る
者
は
杭
の
孤
山
な
り
。
境
は
蓋
し
幽
に
し
て
、
花
は
則
寥
々
た
り
。
蘇
の
鄧
尉
は
花
頗
る
多
く
、
地
は
則
ち
熱
閙
。
唯
羅
浮
の
梅
花
村
の
み
峻
峰
に
対
し
、
寒
渓
に
臨
み
、
而
し
て
花
尤
も
饒
な
り
。
我
が
梅
渓
に
比
す
べ
き
に
庶
幾
か
ら
ん
か
。
こ
の
箇
所
は
「
梅
渓
遊
記
」
の
添
削
者
・
頼
山
陽
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ（
２６
）た。
こ
こ
で
は
、
林
逋
の
詩
と
と
も
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
杭
の
孤
山
で
も
、
蘇
の
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鄧
尉
で
も
な
く
、
羅
浮
の
梅
花
村
だ
け
が
月
ヶ
瀬
梅
林
に
比
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
梅
渓
遊
記
」
が
月
ヶ
瀬
梅
林
を
「
羅
浮
の
梅
花
村
」
と
し
、
後
世
の
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
も
「
羅
浮
」
の
名
が
散
見
す
る
。
ま
た
、
美
辞
麗
句
集
に
お
い
て
も
、
梅
に
ま
つ
わ
る
美
辞
麗
句
に
は
「
羅
浮
」
が
見
ら
れ（
２７
）る。
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
で
は
、「
羅
浮
」
の
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
天
保
十
四
（
一
八
四
五
）
年
の
斎
藤
竹
堂
「
観
梅
紀
行
」
か
ら
「
羅
浮
神
人
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
明
治
期
に
至
っ
て
も
、
杉
田
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
、
雅
人
騒
客
を
当
込
み
た
る
土
地
と
な
り
て
羅
浮
の
仙
女
も
新
調
の
女
洋
服
を
着
飾
り
妙
法
寺
の
門
前
に
立
ち（
２８
）て（
山
本
笑
月
「
杉
田
の
梅
」）
先
づ
屏
風
が
浦
に
羅
浮
の
夢
を
結
び
、
帰
路
御
幸
村
を
尋
ね
て
鶏
犬
の
籬
下
夕
陽
に
立
尽
し
蒲
田
の
梅
林
に
月
黄
昏
の
疎
影
を
看
ん
と
志
し
ぬ
、（
吉
野
左
衛
門
「
探
梅
行
」）
と
記
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
「
羅
浮
」
は
梅
林
の
地
勢
や
風
景
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
美
し
さ
を
書
き
著
わ
す
際
に
用
い
ら
れ
た
美
辞
麗
句
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
五
、
お
わ
り
に
―
―
同
質
化
さ
れ
る
風
景
杉
田
梅
林
は
、
佐
藤
一
斎
「
杉
田
村
観
梅
記
」
が
世
に
広
が
り
を
見
せ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
と
ど
ろ
く
よ
う
に
な
っ
た
名
勝
で
あ
っ
た
。
文
人
墨
客
に
繰
り
返
し
愛
で
ら
れ
〈
文
学
的
名
所
〉
の
地
位
を
獲
得
し
た
そ
の
地
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
紀
行
文
に
描
か
れ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
佐
藤
一
斎
の
目
が
見
た
も
の
、
描
写
の
対
象
と
し
た
も
の
が
踏
襲
さ
れ
、
定
点
観
測
の
よ
う
に
、
時
代
ご
と
に
人
々
は
同
じ
も
の
を
見
て
、
同
じ
よ
う
に
表
現
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
杉
田
梅
林
と
い
う
〈
梅
〉
の
景
勝
地
と
し
て
、〈
梅
〉
に
関
す
る
表
現
を
追
っ
て
み
る
と
、香
り
や
た
た
ず
ま
い
、梅
樹
の
影
と
い
っ
た
、
杉
田
と
い
う
土
地
に
溢
れ
る
梅
の
風
景
が
、
月
ヶ
瀬
梅
林
で
描
か
れ
た
梅
と
同
様
の
美
辞
麗
句
を
用
い
て
賞
さ
れ
、
同
質
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
杉
田
は
月
ヶ
瀬
と
は
異
な
り
、
海
を
臨
む
地
勢
で
あ
る
。
そ
し
て
、
東
漸
寺
や
妙
法
寺
と
い
っ
た
寺
院
を
巡
り
な
が
ら
、
寺
院
の
内
外
に
咲
く
梅
花
を
間
近
に
見
る
。
さ
ら
に
、
小
高
い
山
か
ら
は
一
面
の
梅
花
と
と
も
に
屏
風
ヶ
浦
が
一
望
で
き
る
。
一
方
、
月
ヶ
瀬
は
梅
花
が
溢
れ
る
山
々
に
分
け
入
り
、
山
道
を
昇
降
し
な
が
ら
観
梅
し
、
山
間
に
流
れ
る
五
月
川
を
渡
る
際
に
、
梅
花
に
埋
も
れ
る
後
方
の
山
と
、
同
じ
く
梅
花
に
埋
も
れ
る
前
方
の
山
を
見
る
と
い
う
地
勢
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
梅
花
を
内
包
す
る
風
景
と
し
て
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
大
室
幹
雄
氏
は
『
月
瀬
幻
影
近
代
日
本
風
景
批
評
史
』（
中
央
公
論
新
社
、
平
成
十
四
年
）
に
お
い
て
、
斎
藤
拙
堂
「
梅
渓
遊
記
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
月
ヶ
瀬
の
景
観
が
、じ
か
に
彼
ら
の
感
覚
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
わ
り
に
、
も
っ
ぱ
ら
彼
ら
の
教
養
、
漢
学
の
修
練
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
定
型
的
な
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風
景
享
受
の
作
法
、
端
的
に
江
戸
シ
ノ
ワ
ズ
リ
の
趣
味
に
う
っ
た
え
か
け
た
の
だ
と
い
い
か
え
て
も
い
い
。（
中
略
）
す
な
わ
ち
景
観
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
位
相
が
こ
と
ば
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
き
、
風
景
が
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
一
般
的
に
は
、
景
観
は
自
然
と
人
文
と
の
相
互
的
関
係
に
お
け
る
相
互
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
風
景
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
景
観
と
、
そ
の
景
観
に
た
い
し
て
取
り
結
ば
れ
た
何
ら
か
の
関
連
の
う
ち
に
立
つ
人
の
教
養
と
の
相
互
志
向
的
な
関
係
の
う
ち
に
現
れ
て
く
る
も
の
な
の
だ
。
そ
し
て
教
養
と
は
、
こ
の
ば
あ
い
と
り
わ
け
て
こ
と
ば
な
の
で
あ
る
。
杉
田
梅
林
も
、
月
ヶ
瀬
梅
林
も
、〈
梅
〉
の
〈
文
学
的
名
所
〉
と
し
て
名
高
い
地
で
あ
り
、〈
梅
〉
を
描
く
こ
と
こ
そ
が
最
大
の
焦
点
で
あ
る
。
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
「
教
養
、
漢
学
の
修
練
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
定
型
的
な
風
景
享
受
の
作
法
」
と
は
、
つ
ま
り
美
辞
麗
句
で
あ
り
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
日
本
に
お
け
る
東
西
の
二
大
梅
林
で
あ
っ
た
杉
田
梅
林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
に
は
、
源
流
を
同
じ
く
す
る
美
辞
麗
句
な
ど
の
よ
う
に
、
同
質
の
美
辞
麗
句
の
表
現
体
系
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
が
持
っ
て
い
る
は
ず
の
独
自
の
風
景
を
写
し
取
る
こ
と
は
断
念
せ
ら
れ
、
そ
の
風
景
は
、
こ
と
ば
の
上
に
お
い
て
均
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
藤
井
淑
禎
氏
は
「
森
田
思
軒
と
ス
ウ
ィ
ン
ホ
ー
『
北
清
戦
記
』」（『
移
動
者
の
眼
が
露
出
さ
せ
る
光
景
―
越
境
文
学
論
―
』
弘
学
社
、平
成
二
十
六
年
）
に
お
い
て
、「T
RA
CE
〔
踏
襲
〕」
は
「
紀
行
文
の
本
質
と
も
宿
命
と
も
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
、「
歌
枕
」
や
「
名
所
旧
跡
」
も
こ
の
「
紀
行
文
の
本
質
に
根
ざ
す
も
の
だ
」
と
し
た
上
で
、
表
現
面
で
言
え
ば
、
同
種
の
対
象
に
対
し
て
同
種
の
表
現
を
反
復
し
た
結
果
が
結
晶
化
し
た
美
辞
麗
句
な
ど
は
、
文
字
通
り
、T
RA
CE
の
産
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
名
所
旧
跡
」
な
ど
も
単
にT
RA
CE
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
ず
、
さ
ら
に
は
、
場
所
や
風
景
だ
け
で
な
く
感
慨
も
T
RA
CE
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
代
々
の
紀
行
文
の
著
者
た
ち
が
異
口
同
音
に
感
嘆
の
声
を
発
し
て
い
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
も
意
外
に
当
て
に
な
ら
な
い
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
指
摘
し
た
。
後
世
の
杉
田
観
梅
紀
行
文
は
、
一
斎
の
見
た
風
景
を
透
か
し
て
風
景
を
描
い
て
い
る
。
一
斎
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た
風
景
が
杉
田
梅
林
を
〈
名
所
〉
化
し
、
の
ち
の
人
々
は
皆
そ
の
こ
と
ば
で
風
景
を
〈
名
所
〉
と
し
て
成
り
立
た
せ
続
け
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
梅
林
に
目
を
向
け
る
と
、
ま
っ
た
く
異
な
る
土
地
の
異
な
る
〈
梅
〉
が
、
同
じ
こ
と
ば
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。「
教
養
」
と
「
反
復
」
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
美
辞
麗
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
が
持
つ
特
有
の
風
景
を
同
質
化
さ
せ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
美
辞
麗
句
集
に
つ
い
て
も
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
本
稿
に
お
い
て
引
用
し
た
柏
村
一
介
『
美
文
珠
玉
』
に
は
一
斎
の
表
現
と
酷
似
し
た
美
辞
麗
句
が
と
も
に
「
春
の
眺
」
と
い
う
項
目
に
二
箇
所
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
一
斎
の
「
杉
田
村
観
梅
記
」
か
ら
引
用
し
採
録
さ
れ
た
美
辞
麗
句
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
拙
堂
の
「
枝
枝
月
を
帯
び
、
玲
瓏
透
徹
、
影
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尽
く
横
斜
す
。
宝
鈿
玉
釵
錯
落
し
て
地
に
満
つ
」
を
「
梅
」
の
項
目
に
採
録
し
て
い
る
美
辞
麗
句
集
、
島
村
空
花
編
『
美
辞
錦
嚢
』（
矢
島
誠
進
堂
、
明
治
三
十
九
年
）
な
ど
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
拙
堂
・
一
斎
の
風
景
描
写
は
と
も
に
典
拠
の
明
記
が
な
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
美
辞
麗
句
集
に
限
ら
ず
、
多
く
の
美
辞
麗
句
集
に
は
典
拠
が
見
ら
れ
な
い
。
拙
堂
・
一
斎
の
美
辞
麗
句
表
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
、「
春
の
眺
」
や
「
梅
」
と
い
っ
た
項
目
に
羅
列
さ
れ
る
美
辞
麗
句
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
紙
面
に
お
い
て
の
み
い
え
ば
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
杉
田
梅
林
と
月
ヶ
瀬
梅
林
の
風
景
は
同
質
化
さ
れ
た
と
い
え
る
。
本
調
査
を
踏
ま
え
、
今
後
は
漢
文
教
育
・
作
文
教
育
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
美
辞
麗
句
の
土
壌
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
い
。
さ
ら
に
は
、
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
普
及
し
て
い
っ
た
美
辞
麗
句
の
形
骸
化
に
関
し
て
も
、
広
く
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
注
（
１
）
引
用
は
『
風
俗
画
報
』
第
六
十
六
号
、
東
陽
堂
、
明
治
二
十
七
年
二
月
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
２
）
『
月
瀬
記
勝
』
は
、
斎
藤
拙
堂
が
著
わ
し
た
紀
行
文
「
梅
渓
遊
記
」
に
拙
堂
自
身
の
漢
詩
と
画
家
に
よ
る
挿
図
を
加
え
た
乾
巻
、
同
行
者
の
梁
川
星
巌
ら
の
漢
詩
文
が
集
め
ら
れ
た
坤
巻
か
ら
成
る
。
梅
渓
史
料
編
集
室
編
『
財
団
法
人
月
ヶ
瀬
梅
渓
保
勝
会
創
立
百
周
年
記
念
誌
香
世
界
懐
古
』
（
財
団
法
人
月
ヶ
瀬
梅
渓
保
勝
会
、
平
成
十
一
年
）
に
よ
る
と
『
月
瀬
記
勝
』
が
乾
坤
両
巻
揃
っ
て
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
で
あ
る
。
（
３
）
佐
藤
一
斎
を
指
す
。
（
４
）
引
用
は
永
勢
実
景
編
『
杉
田
勝
概
』
振
風
学
舎
、
明
治
二
十
九
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
５
）
引
用
は
『
太
陽
』
第
四
巻
第
六
号
、
博
文
館
、
明
治
三
十
一
年
三
月
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
６
）
引
用
は
『
風
俗
画
報
』
第
百
十
号
、
東
陽
堂
、
明
治
二
十
九
年
三
月
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
７
）
日
本
国
有
鉄
道
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
成
山
堂
書
店
、
平
成
九
年
。
（
８
）
拙
稿
「
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
け
る
美
辞
麗
句
―
―
ト
レ
ー
ス
表
現
と
美
辞
麗
句
集
―
―
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第
十
四
号
、
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
、
平
成
二
十
六
年
九
月
）。
（
９
）
主
に
『
杉
田
勝
概
』、
神
奈
川
文
学
振
興
会
編
『
文
学
者
た
ち
の
神
奈
川
神
奈
川
近
代
文
学
年
表
』
明
治
編
（
神
奈
川
文
学
振
興
会
、
平
成
三
年
）
お
よ
び
神
奈
川
近
代
文
学
館
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
ｗ
ｅ
ｂ
資
料
室
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
、
同
資
料
を
増
補
・
再
編
集
し
た
も
の
（http://w
w
w
.kanabun.or.jp/m
aterial-
data/chronological-
table/
）
を
基
盤
と
し
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
ま
で
の
行
程
が
書
か
れ
て
い
る
散
文
を
中
心
に
集
め
た
。『
杉
田
勝
概
』
に
収
載
さ
れ
て
い
た
も
の
に
◆
、『
文
学
者
た
ち
の
神
奈
川
神
奈
川
近
代
文
学
年
表
』
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
に
◇
を
施
し
た
。
ま
た
、
ル
ビ
に
関
し
て
は
、「
杉
田
の
梅
林
（
附
臥
竜
梅
）」（『
江
戸
会
誌
』
第
二
冊
第
二
号
、
明
治
二
十
三
年
二
月
）
の
あ
た
り
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
以
下
の
引
用
で
は
省
い
て
い
る
。
（
１０
）
依
田
学
海
「
杉
田
観
梅
」（『
学
海
日
録
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
四
年
）
で
は
、「
頭
欄
」
に
「
の
ち
に
き
く
、
一
斎
記
中
に
は
、
妙
観
山
に
の
ぼ
る
と
あ
り
。
即
ち
此
山
（
学
海
は
「
牛
背
山
」「
八
幡
山
」
と
呼
ん
で
い
る
―
引
用
者
注
）
の
事
と
き
こ
ゑ
た
り
。
妙
観
寺
は
八
幡
祠
の
別
当
所
な
り
。
神
仏
混
淆
を
や
め
ら
れ
し
時
、
寺
は
廃
せ
し
也
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
妙
観
寺
に
つ
い
て
は
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
七
十
九
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（
内
務
省
地
理
局
、
明
治
十
七
年
）
に
お
い
て
も
「
別
当
妙
観
寺
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
１１
）
引
用
は
『
佐
藤
一
斎
全
集
』
詩
文
類
上
、
明
徳
出
版
社
、
平
成
三
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
１２
）
引
用
は
永
勢
実
景
編
『
杉
田
勝
概
』
振
風
学
舎
、
明
治
二
十
九
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
１３
）
引
用
は
大
橋
乙
羽
『
続
千
山
万
水
』
博
文
館
、明
治
三
十
三
年
に
拠
る
。
（
１４
）
引
用
は
『
淑
女
』
第
三
巻
第
四
号
、
紫
鸞
社
、
明
治
三
十
四
年
四
月
に
拠
る
。
（
１５
）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
、
平
成
十
四
年
。
（
１６
）
引
用
は
永
勢
実
景
編
『
杉
田
勝
概
』
振
風
学
舎
、
明
治
二
十
九
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
１７
）
引
用
は
永
勢
実
景
編
『
杉
田
勝
概
』
振
風
学
舎
、
明
治
二
十
九
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
１８
）
引
用
は
永
勢
実
景
編
『
杉
田
勝
概
』
振
風
学
舎
、
明
治
二
十
九
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
１９
）
注
（
４
）
に
同
じ
。
（
２０
）
引
用
は
村
田
榮
三
郎
『
江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
十
四
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
２１
）
引
用
は
永
勢
実
景
編
『
杉
田
勝
概
』
振
風
学
舎
、
明
治
二
十
九
年
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
２２
）
引
用
は
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
第
十
五
号
、
明
治
三
十
一
年
三
月
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
（
２３
）
引
用
は
大
和
田
建
樹
『
紀
行
文
集
を
ち
こ
ち
』
地
球
堂
書
店
、
明
治
四
十
年
に
拠
る
。
（
２４
）
引
用
は
王
雲
玉
編
『
国
学
基
本
叢
書
四
百
種
林
和
靖
詩
集
』
台
湾
商
務
印
書
館
、
中
華
民
国
五
十
七
（
一
九
六
八
）
年
に
拠
る
。
な
お
、
改
行
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
２５
）
竹
内
実
『
岩
波
漢
詩
紀
行
辞
典
』
岩
波
書
店
、
平
成
十
八
年
。
（
２６
）
「
梅
渓
遊
記
」
に
は
、
拙
堂
に
乞
わ
れ
た
頼
山
陽
に
よ
る
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る
。大
室
幹
雄
氏
は
『
月
瀬
幻
影
近
代
日
本
風
景
批
評
史
』（
中
央
公
論
新
社
、
平
成
十
四
年
）
に
お
い
て
、「
刪
潤
梅
谿
遊
記
」（『
日
本
芸
林
叢
書
』
第
二
巻
、
六
合
館
、
昭
和
三
年
）
を
挙
げ
、
山
陽
の
添
削
に
つ
い
て
、
細
か
に
言
及
し
て
い
る
。
（
２７
）
注
（
４
）
に
同
じ
。
（
２８
）
引
用
は
「
杉
田
の
梅
」
十
一
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
五
日
）
に
拠
る
。
※
引
用
の
際
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
傍
点
・
ル
ビ
等
は
適
宜
省
略
し
た
。
（
ゆ
も
と
ゆ
き
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
生
）
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